
背景

令和４年６月、外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議にて策定された「外国人との共生社会の実現
に向けたロードマップ（以下「ロードマップ」という。）」において、令和８年度までに、生活上の困りごとを抱える外国人
を適切な支援につなげることのできる人材（外国人総合支援コーディネーター（仮称））の育成に必要な研修を実
施し、当該人材の専門性の確保や社会的認知の向上を図るとともに、高い専門性を有する支援人材の認証制度の
在り方等について検討し、結論を得ることとしている。
令和４年度には、有識者等とコーディネーターの役割、資質等について検討し、結論を得ることとしている。

「総合的な支援をコーディネートする人材の役割等に関する検討会」の開催について

ロードマップに基づき、外国人に対する総合的な支援をコーディネートする人材の役割、能力、育成等につい
て検討することを目的として、出入国在留管理庁長官の決定の下に、「総合的な支援をコーディネートする人
材の役割等に関する検討会」を開催する。

検討会の開催
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